
フェロマンガン(Ferro 
Manganese)価格動向：業界分
析、価格決定要因、および展望 
 

 

2026年第1四半期、世界の フェロマンガン(Ferro Manganese) 市場は、マンガン鉱石の供給状況、
鉄鋼業界の需要、運賃の変動、電気料金などが地域市場の動向に影響を与え続け、価格変動が見

られました。炭素鋼や合金鋼の製造に用いられる重要なフェロアロイであるフェロマンガンは、アジア

太平洋、ヨーロッパ、北米、中東における原材料価格と下流の鉄鋼製造活動に大きく依存していま

す。 

鉄鋼メーカー、合金メーカー、商品トレーダーは、調達行動の変化、物流状況の変動、そして複数の地域における産業回復の不確実性と

いった要因から、当四半期におけるフェロマンガンの価格動向を綿密に監視した。 

世界のフェロマンガン市場の概要 
フェロマンガンは、主に製鋼における脱酸剤および脱硫剤として使用される鉄マンガン合金です。完成した鋼製品の硬度、靭性、耐摩耗

性、および強度を向上させます。 

本製品は、以下の分野で幅広く利用されています。 

●​ 炭素鋼の製造 
●​ ステンレス鋼の製造 
●​ 建設用鋼材の用途 
●​ 自動車部品 
●​ エンジニアリングおよび産業機械 
●​ 鉄道およびインフラ関連資材 

2026年第1四半期における世界のフェロマンガン価格は、主に以下の要因によって影響を受けた。 

●​ マンガン鉱石価格の変動 
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●​ 鉄鋼生産活動 
●​ 電気代と製錬費用 
●​ 運賃および輸送費 
●​ 合金市場における需給バランス 
●​ 主要生産国からの輸出活動 

アジア太平洋地域は、当四半期においてもフェロマンガンの生産と消費の中心地として支配的な地位を維持し、中国とインドは鉄鋼生産

能力の高さから、世界の価格動向に影響を与え続けている。 

北米におけるフェロマンガン価格の動向 
北米のフェロマンガン市場は、合金の供給バランスと鉄鋼セクターの需要が穏やかであったことから、2026年第1四半期には比較的安
定した価格推移を示した。 

米国の鉄鋼メーカー各社は、自動車、建設、インフラ関連の鉄鋼消費が比較的安定していたため、四半期を通して堅調な調達活動を維

持した。しかし、産業成長の不確実性と完成鋼材価格の変動により、慎重な購買姿勢が続いた。 

北米における主な市場動向は以下のとおりです。 

●​ 炭素鋼製造の安定した需要 
●​ 国内在庫状況は均衡している 
●​ 輸入貨物の到着量は中程度 
●​ 輸送費とエネルギーコストの上昇 
●​ 管理された下流調達活動 

合金製造業者および輸入業者の操業コストも、四半期の一部期間において、輸送費や電気料金の高騰により高止まりした。 

工業用製造業および機械製造業からの需要が、地域全体のフェロマンガン消費量の基準値を支え続けた。 

欧州フェロマンガン市場分析 
2026年第1四半期における欧州のフェロマンガン価格は、製錬コストの上昇と下流の鉄鋼需要の安定により、やや堅調に推移した。 

欧州各地の鉄鋼・合金メーカーは、引き続き高額な電気料金と環境規制遵守費用に直面しており、慎重な産業活動にもかかわらず、大

幅な価格調整の可能性は限られている。 

欧州市場に影響を与えたその他の要因としては、以下のものが挙げられる。 

●​ 電気代と運営費の上昇 
●​ 製鉄所からの安定的な調達 
●​ アジアからの競争力のある輸入オファー 
●​ 製造業の緩やかな回復 
●​ 購入者間の保守的な在庫管理 

欧州の産業購買担当者は、製造業の回復や建設需要の見通しが不透明なため、概ね短期的な調達戦略を維持した。 

輸送費および物流費も、当四半期における輸入合金材料の重要なコスト要因であり続けた。 

アジア太平洋地域におけるフェロマンガン価格の動向 



2026年第1四半期においても、アジア太平洋地域は世界で最も影響力のあるフェロマンガン市場であり続け、中国とインドが地域にお
ける生産と消費活動を支配した。 

フェロマンガンの地域別価格は、マンガン鉱石価格の変動、鉄鋼生産量の安定、および下流における調達パターンの変動により、緩や

かな変動を示した。 

アジア市場は主に以下の要因によって支えられていました。 

●​ 安定した鉄鋼生産活動 
●​ マンガン鉱石の供給が逼迫している 
●​ 電気代と製錬費の高騰 
●​ 輸出調達活動は中程度 
●​ 主要貿易拠点全体でバランスの取れた在庫水準を維持 

中国の合金メーカーは、国内の製鉄所が炭素鋼や合金鋼の生産のためにフェロマンガンを消費し続けたため、四半期の大部分において

比較的安定した稼働率を維持した。 

しかし、慎重な下流購買行動と建設関連鉄鋼需要の断続的な低迷が、価格の力強い上昇を定期的に抑制した。 

アジア太平洋地域におけるその他の観察結果は以下のとおりです。 

●​ 東南アジアからの安定した輸出需要 
●​ 季節の休暇後の適度な在庫補充活動 
●​ 合金製錬所における生産レベルの管理 
●​ 特定の合金グレードの入手が困難 
●​ 貨物輸送の正常化が貿易の流れを支える 

インドは、豊富なマンガン鉱石埋蔵量と拡大する鉄鋼製造能力のおかげで、フェロマンガンの重要な生産国および輸出国であり続けた。 

マンガン鉱石がフェロマンガン価格に与える影響 
2026年第1四半期において、マンガン鉱石市場の動向は、世界のフェロマンガン価格に影響を与える最も重要な要因の一つであり続け
た。 

鉱石供給状況 

主要輸出地域からのマンガン鉱石の供給不足が、当四半期中、合金価格の堅調な推移を定期的に支えた。 

鉱業および輸出活動 

鉱石生産量と輸出量の変化は、世界中の合金製錬所の原材料コストに直接的な影響を与えた。 

運賃および配送費用 

四半期の一部期間において、運賃の変動が激しく、アジアとヨーロッパ全域で鉱石の輸送コストが大幅に上昇した。 

エネルギーおよび製錬コスト 

フェロマンガンの生産はエネルギー集約型であるため、電気料金は合金メーカーにとって主要な操業コスト要因となっている。 



ChemAnalystJapanからフェロマンガン(Ferro Manganese)のリアルタイム価格
を入手:  
https://www.analystjapan.com/Pricing-data/ferro-manganese-6908 

鉄鋼業界がフェロマンガン需要に与える影響 

2026年第1四半期を通して、フェロマンガンの需要は世界の鉄鋼生産動向と密接に連動した状態が続いた。 

鉄鋼メーカーはフェロマンガンを大量に消費し続けているが、それはマンガンが以下の点を改善するからである。 

●​ 鋼の硬度と強度 
●​ 耐摩耗性 
●​ 機械的耐久性 
●​ 脱酸素効率 
●​ 冶金性能 

以下の産業は、世界的に鉄鋼需要を支え続けた。 

建設およびインフラ 

インフラ開発と都市化プロジェクトは、鉄鋼消費の主要な推進要因であり続けた。 

自動車製造 

自動車メーカーは、構造用途およびエンジニアリング用途向けに合金鋼製品を必要とし続けた。 

産業機械 

エンジニアリング機器および工業製造分野は、マンガン含有鋼製品の重要な消費分野であり続けた。 

鉄道および重機 

鉄道線路、重機、産業機器などの用途が、フェロマンガンの長期的な需要を支え続けている。 

フェロマンガン価格予測 
市場アナリストは、鉄鋼需要の不確実性とマンガン鉱石価格の変動により、フェロマンガンの価格は2026年を通して中程度の変動性を
示すと予想している。 

将来の価格動向に影響を与えると予想される要因には、以下のようなものがある。 

●​ 世界の鉄鋼生産活動 
●​ マンガン鉱石の供給状況 
●​ 運送費および物流費 
●​ 電気代と製錬費用 
●​ 建設部門の回復 
●​ 工業製造業の成長 
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鉄鋼生産がさらに改善し、鉱石供給が逼迫した状態が続けば、フェロマンガンの価格は今後数四半期にわたって上昇基調を維持する可

能性がある。 

しかし、製造業の回復が遅れたり、下流の鉄鋼調達が弱まったりすると、一部の市場における価格上昇幅が部分的に抑制される可能性

がある。 

業界の課題とリスク 
鉄鋼需要の長期的な見通しは良好であるにもかかわらず、フェロマンガン市場は依然としていくつかの操業上および経済上の課題に直

面している。 

エネルギーコストのインフレ 

電気料金の高騰は、世界的に製錬業の収益性と操業経済性を圧迫し続けている。 

貨物輸送の変動性 

輸送の混乱と輸送コストは、国際的な合金貿易にとって依然として大きな懸念事項である。 

原材料の不確実性 

マンガン鉱石価格の変動は、製錬業者や鉄鋼メーカーにとって調達上の不確実性を生み出し続けている。 

産業需要の低迷 

一部の経済圏における工業生産の成長鈍化は、短期的な合金需要の回復を制限する可能性がある。 

結論 
2026年第1四半期のフェロマンガン価格の動向は、変動するマンガン鉱石価格、安定した鉄鋼需要、および高騰する操業費用が均衡
する市場状況を反映していた。アジア太平洋地域は引き続き主要な生産・消費地域であった一方、欧州と北米は比較的均衡のとれたも

のの、慎重な調達状況を維持した。 

鉄鋼製造、インフラ開発、自動車生産、および産業エンジニアリングは、当四半期における広範な産業の不確実性にもかかわらず、フェ

ロマンガンの長期的な需要を支え続けた。 

世界の鉄鋼消費量が徐々に安定し、発展途上国におけるインフラ投資が拡大するにつれ、フェロマンガン市場は2026年を通して、鉱石
価格、電力コスト、輸送状況、および下流の鉄鋼製造活動と密接に連動し続けると予想される。 

ANALYST JAPAN 
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1-2-3 Manpukuji, Asao-ku, Kawasaki 215-0004 Japan 
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